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阪神なんば線福駅改札口（尼崎方
面）を出てすぐ、オレンジ色の看板
が目を引く、ベトナム食材店「K1 
VIET MART」は2020年9月に
オープンしました。店内いっぱいに

並べられた食材の中でも、ベトナム人やフィリピン人に人
気の食材は、マンゴー！、硬くて酸っぱいのが良いそうで
す（日本人は苦手みたいだけどね）。日本人にはベトナムの
風味が味わえるカップラーメン、フォー（袋麺）が好評。店
内で調理するバインミー（サンドウィッチ）のこだわりは、
ベトナムと同じ製法でつくられたパン。レバーペースト、串
焼き、焼き卵の3種類の味を楽しめます。ナンプラーなど
本場の調味料やいろんなお菓子も販売。ベトナム語が分か
らなくても、来日10年になる店員のレティフォンさんに聞
けば、日本語で教えてくれます。ぜひ、お立ち寄りください。

西淀川めぐり

2013年にオープンした「家庭料理　
福 -FUKU-」は、その名の通り「福町」
の入り口にあり、国道43号から西側
へ向かう夜道に、ほんのり灯る提灯
が目印です。元々お寿司屋さんだった
名残のカウンターを挟んで、話し上手
な女将の春美さんの手作り料理をあてにゆっくりと酒杯
を楽しめるお店です。季節に応じて、旬の野菜や魚を使っ
たおばんざいの逸品が毎日10種類以上、用意されていま
す。出汁がしっかりしゅんだ「おでん」を味わいつつ、お手
製のオリジナル料理や長年漬け込んだ梅酒などなど、つい
つい箸が進みます。「お客さんに育ててもらった」と仰る、
春美さんのお人柄か、グループでも、お一人でもほっとでき
る雰囲気で、仕事帰りや通りすがりに立ち寄って、そのま
ま常連になる方も多いそう。どうぞ寄ってみてください。

大阪に住まう我々が今できる事は、自身の備えを見直
すことです。今回の地震はまだ被害の全容が明らかに
なっていませんが、すでに我々が学び取るべき事がたくさ
んあります。今回は真冬の災害であったことに着目したい
と思います。
皆さんは家に非常持ち出しバッグは用意していますか？

今回はその中身に季節感を取り入れようという話です。
せっかく助かっても、避難生活の環境が原因で亡くなっ
てしまう災害関連死。今回の能登半島地震では寒さのせ
いで体調不良となる例が相次いでいます。そんな時、自
身のバッグの中にカイロやブランケットを入れておくと

温まる事ができます。着替えも冬用にし、乾燥しますので
保湿クリームやハンドクリームも入れておくと良いでしょ
う。大事なのはこれらを入れっぱなしにするのではなく
最低でも年2回、冬仕様と夏仕様に変える。真夏の災害
では熱中症対策グッズが必要になってきますし、冬用の
グッズが入っていても嵩張るだけです。「自分で持ち運べ
る重さ」が大原則の非常持ち出しバッグ。限られた
スペースを有効活用するた
め、年2回の衣替えで常に「役
に立つ」バッグにしていきま
しょう！

住所：西淀川区福町２丁目３-２８
営業時間：月14:00～20:00、
火・水・木10:30～20:00、
金・土・日10:30～21:00
TEL：090-4804-7128
FB：https://facebook.com/k1vietmart
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住所：住所：西淀川区福町２丁目５-２９
営業時間：17:00～23:00
定休日：日・月曜日
TEL：070-6687-0994

ベトナム食材店 「K1 VIET MART」 家庭料理 福 -FUKU-

阪神なんば線福駅周辺の
お店を紹介します。

多田 裕亮(ただ ひろあき)
防災士。明石工業高等専門学校在
籍時から防災団の立ち上げに関わ
り、防災ゲームを開発。大学進学後
は「大阪防災プロジェクト」を設立。
淀川右岸水防団に所属。
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 「ただならぬ防災」
西淀川で防災に奮闘している多田君による防災エッセイ
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雅一さんにお借りした1924（大正13）年の福小学校の生徒たちの集合写真。
雅一さんのご両親が写っているそうです。

令和6年能登半島地震で被害に遭われた
方々に心よりお見舞い申し上げます。

現在の福小学校の前で

樋上 雅一さん
ひがみ まさかず


